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○表彰状贈呈  （自治会長20年在任）１名
福米西地区 下谷一区自治会 山口眞佐実 氏

○感謝状贈呈  （自治会長10年在任）８名
啓成地区 角盤町一丁目自治会 足立　孝行 氏
明道地区 道笑町四丁目自治会 山名　典世 氏
就将地区 末広町自治会 三島　　眞 氏
義方地区 灘町一丁目区自治会 桑原　正裕 氏
加茂地区 加茂四区自治会 加藤　　朗 氏
加茂地区 加茂住宅自治会 松尾光作子 氏
河崎地区 伯母山自治会 仙田　嘉美 氏
大篠津地区 灘口自治会 吉岡   　元 氏

○事例発表
　加茂地区 三柳北自治会
　福生西地区 福生西一区自治会
　＊前年度鳥取県頑張る住民団体等知事表彰受賞団体

　５月18日（土）米子市文化ホールを会場に定
例総会を開催しました。表彰や事例発表、事業
計画等の決定、新年度役員選出などが行われ、
今年度のスタートとなりました。 

米子市自治連合会 令和元年度定例総会開催

　令和元年度米子市自治連合会総会におきまして、自
治連合会会長に就任いたしました車尾地区の高野で
ございます。役員を代表いたしまして、ご挨拶を申し
上げます。 
　皆様には日ごろから、自治会活動へのご参加ご協
力を賜り、あらためて感謝申し上げる次第でござい
ます。 
　さて、昨今の自治会活動でございますが、地域の
高齢化、人口減少、そして自治会活動への無関心な
ど多くの課題が山積みしておりますことはご承知の

とおりでございます。残念ながら、我々はそれへの、
確かな処方箋を持っているわけではございません。し
かしながら、地域を愛し、そして住民の皆さんをこよ
なく愛しております。この熱い気持ちを持って、皆
さんと共に、努力し続ける所存でありますので、何卒、
絶大なる信頼とご理解をお願いする次第です。 
　最後になりますが、自治会活動に深いご理解をいた
だいております米子市をはじめといたします関係機
関の皆様にこれまでに増してのご支援・ご協力をお願
いいたしまして、ご挨拶といたします。 

ごあいさつ
米子市自治連合会会長　高野　和男

令和元年度  春の叙勲  旭日単光章  受賞　夜見地区　夜見二区自治会　会長　森　忠治  氏
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福米西地区
　福米西納涼大会が７
月27日に福米西小学
校体育館で開催されま
した。暑さにも負けず
大勢の子ども達が参加
し、盆踊りや抽選会、
模擬店等で賑やかに終
了しました。

福米東地区
　去る6月16日（日）、
全12自治会参加で地域
交流を目的に校区民運
動会を開催しました。
子ども達を含め多くの
人に参加・協力してい
ただき盛会でした。

啓成地区
博労町四丁目
自治会
　博四自治会秋の恒例
行事である、世代間交
流と併せて行う災害時
の炊き出し訓練の様子
です。子どもからお年
寄りまで一同に集ま
り、大鍋で煮込んだ豚
汁とおにぎりをいただ
きながら、親睦と交流
を深めました。

福生東地区 
　平成15年から毎年日
野川・水貫川の清掃活
動を継続しており、今
年も７月７日に自治
会員等約720名が参加
し、日野川土手のゴミ
拾い等の清掃活動を実
施しました。 

夜見地区 
　夜見公民館では、さ
わやか人生大学を開校
し歴史、防災、健康な
どについて学びながら
交流を深めています。
６月17日には屋外研修
で島根県雲南市にある
峯寺を訪ね、法話を聴
き精進料理をいただき
ました。

車尾地区
　 今 年 も7月20日 に
「くずも夏のステージ」
が小学校体育館で開催
され、多くの住民から
小学生の合唱、東山中
学校吹奏楽部の演奏な
どに大きな拍手と声援
が送られました。

宇田川地区　中西尾自治会  
　今年1月3日、自治会内でマラソン&ウォークを実施しました。子どもか
ら大人まで、自分達のペースで走り、歩き楽しむ事が出来ました。終了後
には、ぜんざいを食べ温まりました。

「住んで楽しいまちづくり」



義方地区
内町自治会
　毎年８月７日に、自
治会内にある宇気河口
神社にて、七夕祭りが
行われます。 これに
先立ち、４日に内町通
りの各軒先に、七夕飾
りを自治会員の皆さん
で取り付けました。

春日地区
　ふるさと祭り、大運動会、公民館祭の春日の三大事業とその他事業
及び様々な課題・問題を、社会福祉協議会、公民館、自治連合会が三
位一体となり取り組んでいます。また、本年は単位自治会の自主防災
会をまとめて春日自主防災会連絡協議を結成して地域全体での防災意
識向上を図る予定です。

和田地区　和田七区自治会 
　この会は、自分達の町は自分達で守るという地域住民による自主的
な防災活動を行う事により、地震その他の災害による被害を防止及
び軽減を図る事を目的として、平成29年に発足しました。そこから、
年１～２回防災訓練を自治会員の結束を兼ねて行っています。本年１
回目はサバメシ（サバイバルメシタキ略してサバメシ）でした。

県地区 
　昨年で33回を迎えた
「きないや・いかいや
市」は地域の方が新興
住宅地の造成に伴い、
旧地区との繋がりを求
めて始められたもので
す。今では地域の集い
の場となって賑わって
います。

大篠津地区 
　夏の風物詩、諏訪神
社の「茅の輪くぐり」。
江戸は３代将軍家光の
時代から続く、令和初
の輪くぐりさん。神社
総代を中心に地域住民
と作成。健康安全を願
う。

大高地区  
　涼風立つ９月、地区
恒例の「演芸・カラオ
ケ大会」を行います。
各自治会の趣向を凝ら
した出し物は、正に『演
芸のびっくり箱』。今年
は何が飛び出すか、い
つもワクワクします。
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「第46回米子がいな祭」の開催にあたりまして毎年格別なご支援、ご協力をいただき誠に
ありがとうございます。本年も自治会を通じて変わらぬご支援を賜り、2,478,606円（9月
2日現在）もの募金をいただきました。厚くお礼申し上げます。

がいな祭　募金へのご協力ありがとうございました。

平成30年度鳥取県頑張る住民自治活動表彰受賞団体
三柳北自治会の活動

加茂地区　三柳北自治会　名越　光義 

　三柳北自治会は、規約に従って住みよい街づくりに積極的
に取り組み、会員相互の親睦を図り、健全で明るい環境を作
り自治会発展に寄与する。 
　主な活動として自主防災会（防災に関する研修会、消火訓
練、救急救命蘇生法（AED）等の訓練）・災害時要支援者マ
ップ作り（民生委員・在宅福祉委員が主体となって安否確認
実施）・子ども会の自主的活動（他地区の子ども会と共同で田
植え体験学習、国道431地下道清掃毎月1回実施）・自治会内
での交通事故防止の徹底（路上駐車禁止、通学生の安全確保）・
20周年記念誌「歩み」発刊・島根原子力発電所見学と研修会
の実施をしている。 
　今年度の活動予定としては、自主防災会の充実（災害時の
必要備品の調達、要支援者支え愛マップの見直し充実、要支
援者の避難誘導訓練の実施、災害時避難炊き出し訓練の実施、
定期的に消火訓練の実施、原子
力防災ハンドブックや米子市洪
水ハザードマップ等の研修）に
力を入れている。 
　このような活動が優秀と認め
られ県知事表彰を受賞した。 

福生西一区自治会の活動について
福生西地区　福生西一区自治会長　浦木　昇 

　私たちの自治会の位置は、東は山陰労災病院の正面玄関前
の道路から、西は皆生温泉街に向かう皆生道路までです。南
は国道431号線から、北は丸合皆生店横の道路までです。
　自治会組織を母体として、平成24年3月4日に自主防災会を
結成しました。
　主な活動は、①自治会員を対象とした防災講座を年2回開催
して、防災意識の啓発を図る。②積雪時における上水道消火
栓の除雪を行う。区内にある14ヶ所の消火栓について、積雪
が10㎝以上になった場合、事前に決めておいた担当者が除雪
を行うものです。
　平成28年4月からは、福生西小学校に通う児童の下校時に
合わせて、都合のつく会員により、見守り活動を始めました。
　これは、地域の宝である子ども達を見守ることも防災活動
の一環との考えからです。
　低学年の下校時間に合わせ、
児童の登下校3コースについ
て、児童について歩き、児童
が自宅に入るのを見届けてい
ます。


